
InterSystems IRIS の基礎 ：
相互運用プロダクションを使
用したシステムの接続

Version 2023.1
2024-01-02

InterSystems Corporation 1 Memorial Drive Cambridge MA 02142 www.intersystems.com



InterSystems IRIS の基礎 ： 相互運用プロダクションを使用したシステムの接続

InterSystems IRIS Data Platform Version 2023.1 2024-01-02

Copyright © 2024 InterSystems Corporation

All rights reserved.

InterSystems®, HealthShare Care Community®, HealthShare Unified Care Record®, IntegratedML®, InterSystems Caché®, InterSystems Ensemble®

InterSystems HealthShare®, InterSystems IRIS®, および TrakCare は、InterSystems Corporation の登録商標です。HealthShare® CMS Solution

Pack™ HealthShare® Health Connect Cloud™, InterSystems IRIS for Health™, InterSystems Supply Chain Orchestrator™, および InterSystems

TotalView™ For Asset Management は、InterSystems Corporation の商標です。TrakCare は、オーストラリアおよび EU における登録商標です。

ここで使われている他の全てのブランドまたは製品名は、各社および各組織の商標または登録商標です。

このドキュメントは、インターシステムズ社(住所：One Memorial Drive, Cambridge, MA 02142)あるいはその子会社が所有する企業秘密および秘密

情報を含んでおり、インターシステムズ社の製品を稼動および維持するためにのみ提供される。この発行物のいかなる部分も他の目的のために使

用してはならない。また、インターシステムズ社の書面による事前の同意がない限り、本発行物を、いかなる形式、いかなる手段で、その全てまたは

一部を、再発行、複製、開示、送付、検索可能なシステムへの保存、あるいは人またはコンピュータ言語への翻訳はしてはならない。

かかるプログラムと関連ドキュメントについて書かれているインターシステムズ社の標準ライセンス契約に記載されている範囲を除き、ここに記載さ

れた本ドキュメントとソフトウェアプログラムの複製、使用、廃棄は禁じられている。インターシステムズ社は、ソフトウェアライセンス契約に記載され

ている事項以外にかかるソフトウェアプログラムに関する説明と保証をするものではない。さらに、かかるソフトウェアに関する、あるいはかかるソフ

トウェアの使用から起こるいかなる損失、損害に対するインターシステムズ社の責任は、ソフトウェアライセンス契約にある事項に制限される。

前述は、そのコンピュータソフトウェアの使用およびそれによって起こるインターシステムズ社の責任の範囲、制限に関する一般的な概略である。完

全な参照情報は、インターシステムズ社の標準ライセンス契約に記され、そのコピーは要望によって入手することができる。

インターシステムズ社は、本ドキュメントにある誤りに対する責任を放棄する。また、インターシステムズ社は、独自の裁量にて事前通知なしに、本ド

キュメントに記載された製品および実行に対する代替と変更を行う権利を有する。

インターシステムズ社の製品に関するサポートやご質問は、以下にお問い合わせください：

InterSystems Worldwide Response Center (WRC)

+1-617-621-0700Tel:

+44 (0) 844 854 2917Tel:

support@InterSystems.comEmail:



目次

InterSystems IRIS の基礎 ： 相互運用プロダクションを使用したシステムの接続........................... 1

1 システムを接続する理由 .......................................................................................... 1

2 プロダクションの概要 ............................................................................................... 1

3 相互運用プロダクションの詳細 .................................................................................. 2

InterSystems IRIS の基礎 ： 相互運用プロダクションを使用したシステムの接続                                                                  iii





InterSystems IRIS の基礎 ： 相互運用プロダク

ションを使用したシステムの接続

ここでは、InterSystems IRIS® データ・プラットフォーム相互運用プロダクションを使用してシステム間の接続を確立する

方法を説明します。

ローカル・ファイル・システムでファイルを編成し、ファイル・アダプタを使用してファイルの読み取りおよび書き込みを行

う、簡単なプロダクションを作成するオンラインの実践演習については、"Creating a Basic Production in InterSystems

IRIS" を参照してください。

1 システムを接続する理由

システムの接続には、あるシステムからのメッセージを別のシステムで処理できるようにする操作が関係します。例えば、

以下のシナリオにはシステムの接続が必要です。

• 効率性を高めるために、本来 1つの機能を実行するよう設計されている複数のシステムを統合する必要がある。例

えば、在庫の追跡、資材の注文、売上の記録、および発送の管理を行う個々のシステムを統合することで効率性を

高めることができます。

• 合併後に、別個の組織で同じ機能を実行するシステムが、統合された組織の成果を上げるために連動する必要が

ある。

システムを接続する際に、次のような課題に直面する場合があります。

• システムで異なる通信プロトコルを使用している (あるシステムではTCPを使用し、別のシステムではSOAPを使用

し、また別のシステムでは REST を使用しているなど)。

• システムで異なる形式や異なる標準に基づいた異なるメッセージを使用している。

• メッセージが適切なシステムに正常に配信されていることを保証し、エラーを検知して修正できることが必要である。

• メッセージを転送しているシステムを監視し、一度に受信するメッセージが多すぎる場合はメッセージにキューを提

供し、システム全体のパフォーマンスを監視して、障害が生じていないことを確認する必要がある。

カスタム・アプリケーションをコーディングしてシステムを接続することもできますが、InterSystems IRIS® プロダクションを

開発する方がずっと簡単で迅速です。InterSystems IRISには、システムを接続して、カスタム・コードの必要性を最小限

に抑える、もしくは排除することを可能にするフレームワークが用意されています。

2 プロダクションの概要

InterSystems IRIS プロダクションは、システムを簡単に接続し、アプリケーションを開発して相互運用性を実現するため

の統合フレームワークです。プロダクションには、幅広いメッセージ形式と通信プロトコルに対応する組み込みの接続が

用意されています。その他の形式やプロトコルを簡単に追加することができ、ビジネス・ロジックとメッセージ変換をコー

ディングまたはグラフィック・ウィザードを使用して定義できます。プロダクションにはメッセージの永続ストレージが用意さ

れているので、メッセージのパスをトレースして、メッセージが正常に配信されたかどうかを監査できます。プロダクション

はビジネス･サービス、ビジネス･プロセス、ビジネス･オペレーションで構成されます。
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• ビジネス・サービスは外部システムと接続し、そこからメッセージを受信します。

• ビジネス・プロセスでは、ルーティングやメッセージ変換を含むビジネス・ロジックを定義できます。

• ビジネス・オペレーションは外部システムと接続し、そこにメッセージを送信します。

システムを接続する際には、一方のシステムで他方のシステムのメッセージとドキュメントを解釈することが難しい場合が

あります。例えば、以下の問題を考えてみます。

• 2 つの別個のシステムがあります。一方は複数のネットワーク・デバイスからデータを収集し、もう一方は故障したデ

バイスと修理プロセスを追跡する作業指示システムです。

• 現在のプロセスでは、デバイスの監視と修理プロセスの開始は人的操作に頼っています。これは遅れの原因になっ

ており、信頼性が低いです。

• これら2つのシステムを接続して、収集されるデータを監視し、修理プロセスの開始を自動化することになりました。

データ収集システムで故障したデバイスを検出する方法と、修理を開始する方法はわかっていますが、2 つのシス

テムは互換性のない形式でデータを保管していて、データが同じアイテムを表していても形式が異なります。

• また、データ収集システムから修理が開始されるときのアクションを記録する必要があります。

InterSystems IRISプロダクションを使用して、この問題を解決できます。プロダクションが提供するフレームワークにより、

データ収集システムからメッセージを受け入れ、修理システムが解釈できるメッセージに変換した後で、修理システムに

メッセージを送信するように、インタフェースを定義できます。また、プロダクションでは、メッセージ・パスの記録も保管さ

れます。

以下に簡単なプロダクションの図を示します。

3 相互運用プロダクションの詳細

プロダクションの詳細は、以下を参照してください。

• Creating a Basic Production in InterSystems IRIS (オンライン・アクティビティ)

• 相互運用プロダクションの概要

• プロダクションの開発
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• プロダクションの構成

• ビジネス・ルールの開発
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